	調査項目③　県境を越えた自治体間連携の今後の必要性に関する質問予備調査票



問．調査項目①で「③現在まで取り組んでいないが、必要性を感じている」を選択された場合は、貴自治体が現時点で（令和8年10月時点）必要性を感じている「県境を越えた連携事業」についてa～gの問いにお答えください。
	a. 連携事業
分類
（A-1～H）
	b. 必要性を感じている事業の概要と
緊急度、想定する事業予定期間
	c. 事業対象となる場所や
市町村名等
	d. 連携して事業に取り組もうと考え
ている理由と事業発案している人
物や組織、団体名等
	e. 連携を期待する組織や団体
（国、県、市町村、民間団体、
大学、地域シンクタンク、NPO、
住民団体等）のすべての名称
	f. 連携して事業に取り組むことで想定さ
れる効果
	g. 県境を越えた連携事業を計画、実施し
ていく上で国、県、民間企業、大学、
地域シンクタンク、住民団体、NPO等に
求める事項や期待する事項

	


F－1
	概要：
野生鳥獣による農作物の被害防止対策の強化や被害対策に向けた研究会の開催。



事業実施の緊急度：
1．緊急　2．緊急ではない
3．どちらともいえない

事業予定期間：約（　　2　　）年間
	A県a市とB県b町の県境。○○地域一帯。
	理由：
野生鳥獣の行動は行政界に縛られないため県境を跨いだ広域で鳥獣による農作物被害が出ている。各自治体で対策を講じてきたが被害は収まらず、県境地域の自治体が一体となって対策に取り組む必要性を感じている。
事業発案者（人物や組織、団体名等）：
a市、b町
ＪＡ○○代表・・・氏
○○○大学・・・氏
鳥獣害○○研究会代表・・・氏
	組織や団体名：
A県、a市、B県、b町
JA○○
○○○大学
鳥獣害○○研究会
NPO○○○○○○
	
自治体が県境を跨いで連携することで、被害状況や対策、捕獲した有害鳥獣の活用などの情報を共有できるため、より効果的な施策の実施が期待できる。


民間企業や研究機関、研究会と連携することで、効果的な鳥獣害対策の選択または新たな対策手法の提案等が期待できる。
	
民間企業がこれまでに実施した鳥獣害対策の先行事例の紹介や研究機関による野生鳥獣の生態・行動に関する研究にもとづいた対策の提案及び対策後の効果検証など

猟友会と連携した有害鳥獣一斉捕獲の社会実験の実施など

県境を越えた広域にわたる鳥獣害対策（柵の設置など）への補助など

	－
	概要：
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事業予定期間：約（　　　　　）年間
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